
市　報　に い が た
必
ず
完
熟
し
た
有
機
質
肥

料
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

一
方
、
硫
安
、
化
成
肥

料
な
ど
の
化
学
肥
料
は
、

一
般
的
に
効
き
目
が
早
い

反
面
、
流
失
も
早
い
と
い

う
性
質
を
持
っ
て
い
ま

す
。
中
に
は
マ
グ
ア
ン
プ

Ｋ
の
よ
う
な
緩
効
性
肥
料

も
あ
り
ま
す
が
、
大
部
分

の
化
学
肥
料
は
有
効
肥
料

成
分
が
高
く
、
使
い
方
を

誤
る
と
濃
度
障
害
を
起
こ

し
て
生
育
阻
害
の
原
因
と

な
る
の
で
、
施
用
す
る
時

期
や
量
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

疑
問
点
が
あ
っ
た
ら
、

セ
ン
タ
ー
の
電
話
相
談
を

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

（
園
芸
セ
ン
タ
ー
）

野
菜
作
り
や
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
な
ど
植
物
を
育
て
て

い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
肥

料
に
つ
い
て
、
い
つ
頃
ど

ん
な
肥
料
を
施
せ
ば
よ
い

の
か
悩
む
こ
と
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

肥
料
に
は
、
有
機
質
肥

料
と
無
機
質
（
化
学
）
肥

料
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

有
機
質
肥
料
は
、
油
か
す

類
や
鶏
フ
ン
・
骨
粉
な
ど

の
動
植
物
を
原
料
と
す
る

も
の
が
多
く
、
土
壌
中
の

微
生
物
に
よ
っ
て
徐
々
に

分
解
さ
れ
、
緩
や
か
に
長

期
間
効
く
の
が
特
徴
で

す
。
た
だ
し
、
完
熟
し
て

い
な
い
有
機
質
肥
料
を
施

用
す
る
と
生
育
障
害
が
起

き
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
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肥料の使い方

市役所への郵便は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

市青年の家

イベントボランティアスタッフ養成講座
日時 ３月24・25・29日午後４時～８
時半（29日は午前10時～午後４時）
会場 万代市民会館
内容 音響、舞台、照明
対象 高校生先着20人
申し込み 同館（会場内�246-7711）へ

ポプラの家通所者募集
対象 身体障害者手帳を持つ市内在住の
18歳以上の人　通所開始 ４月１日
申し込み 障害福祉課（�内線2625）へ

石山地区公民館文芸講演会

芥川賞・直木賞の行方
日時 ３月11日午後１時半～３時半
講師 若月忠信（文芸評論家）
定員 先着60人
申し込み 同館（�286-5631）へ

外国の人たちと遊ぼう！

英語でハートフルコミュニケーション
日時 ３月14日午前９時～正午
会場 大畑少年センター 参加費 300円
対象 小・中学生先着30人
申し込み 会場（�228-4100）へ

小針青山公民館早春コンサート

民俗音楽～歌・おどり・演奏
日時 ３月20日午後１時半～３時半
対象 成人先着50人
申し込み ３月２日から同館（西新潟市
民会館内�230-1071）へ

中地区公民館セミナー 食と健康
日時 ３月12・19日午後１時半～３時
内容 昔の食べもの、今の食べ物、ほか
対象 成人30人
申し込み 同館（�271-0017）へ

ボランティアによる絵本を楽しむ会
テーマ 出会いと別れ　対象 幼児以上
申し込み 当日直接会場へ
期 日
３／13
３／13・27
３／13

時　　間
午前11時～同45分

午前10時半～11時15分

会場・問い合わせ
沼垂図書館 （�241-4116）
坂井輪図書館（�260-3242）
鳥屋野図書館（�285-2372）

沼垂図書館 10時の読書会
日時 ３月18日午前10時～正午
テーマ図書 「老人力」赤瀬川原平著
（筑摩書房）
申し込み 当日直接同館へ
問い合わせ 同館（�241-4116）へ

３月中旬までに混雑が予想される白山公園周辺駐車場

問い合わせ 白山公園駐車場管理事務所
（�225-3021）へ
※公演後、県民会館前から臨時バスを発
車する場合があります。詳しくは、市民
芸術文化会館（�224-5611）へ

期　日
７日
14日

時間帯

午後

期　日
３日
６日

時間帯

夜

ユーラシア・オデッセイ’99

春 の 地 球 音 楽 祭
日時 ４月29日午後５時開演
会場 市民芸術文化会館劇場
入場料 Ｓ席3,500円、Ａ席3,000円、
Ｂ席2,000円
問い合わせ 市民芸術文化会館チケット
専用ダイヤル（�224-5521）へ

市
民
芸
術
文
化
会
館
で
は
、

６
月
５
日
に
「
チ
ュ
ー
リ
ヒ
・

ト
ー
ン
ハ
レ
管
弦
楽
団
演
奏

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

同
管
弦
楽
団
は
、
ド
イ
ツ
か

ら
亡
命
し
た
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
品
を
演
奏
す

る
た
め
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
演
奏

家
を
集
め
た
の
を
契
機
に
、
１

８
９
２
年
に
創
設
。
世
界
有
数

の
音
響
を
誇
る
ホ
ー
ル
「
チ
ュ

ー
リ
ヒ
・
ト
ー
ン
ハ
レ
」
を
本

拠
地
と
し
て
、
世
界
的
に
活
躍

す
る
、
ス
イ
ス
最
古
の
名
門
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。

１
９
９
５
年
に
、
デ
イ
ヴ
ィ

ッ
ト
・
ジ
ン
マ
ン
が
音
楽
監
督

に
就
任
。
最
新
の
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
研
究
の
成
果
が
盛
り
込
ま
れ

た
「
ベ
ー
レ
ン
ラ
イ
タ
ー
原
典

版
」
の
楽
譜
に
基
づ
い
た
、
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲
全
集
を

Ｃ
Ｄ
録
音
す
る
な
ど
、
活
気
に

あ
ふ
れ
た
斬
新
な
演
奏
で
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

演
奏
曲
目
は
、
ハ
イ
ド
ン
の

「
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
ハ
長
調
」、
ブ

ロ
ッ
ホ
の
「
ヘ
ブ
ラ
イ
狂
詩
曲

シ
ェ
ロ
モ
」
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

の
「
交
響
曲
第
５
番
」
な
ど
を

お
送
り
し
ま
す
。

ソ
リ
ス
ト
に
、
現
在
人
気
絶

頂
、
人
気
実
力
と
も
現
代
最
高

の
チ
ェ
リ
ス
ト
と
い
わ
れ
る
、

ヨ
ー
ヨ
ー
・
マ
を
迎
え
ま
す
。

今
最
も
勢
い
の
あ
る
、
旬
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
５
日
午
後
６
時
開

演会
場

市
民
芸
術
文
化
会
館
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
１
万
２
０
０

円
、
Ａ
席
１
万
円
、
Ｂ
席
８
０

民
間
企
業
主
導
の
業
務
施
設
と

ホ
テ
ル
を
一
体
化
す
る
こ
と

で
、
当
初
予
定
の
20
階
か
ら
30

階
（
約
１
４
０
�
）
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
は
、
20
―
30
階
ま
で

を
ロ
ビ
ー
、
客
室
（
約
２
０
０

室
）
、
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

で
、
２
―
４
階
ま
で
を
宴
会
場
、

結
婚
式
場
、
和
・
中
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
で
占
め
る
計
画
で
す
。

総
事
業
費
は
約
70
億
円
。
ホ
テ

ル
を
運
営
す
る
会
社
は
、
今
年

３
月
に
設
立
す
る
予
定
で
、
平

成
15
年
４
月
の
開
業
を
目
指
し

ま
す
。

万
代
島
は
県
有
地
と
し
て
本

市
の
中
心
部
に
位
置
し
、
同
島

の
再
開
発
事
業
は
、
日
本
海
側

に
お
け
る
国
際
交
流
拠
点
と
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
港
湾
空
間
を
形

成
し
よ
う
と
、
こ
れ
ま
で
県
と

市
、
民
間
企
業
な
ど
が
整
備
内

市
會
津
八
一
記
念
館
で
は
、

３
月
３
日
か
ら
28
日
ま
で
特
別

展
「
會
津
八
一
の
見
た
寧
楽

な

ら

の

仏
た
ち
」
を
開
催
し
ま
す
。

八
一
は
、
上
代
奈
良
仏
教
美

術
を
研
究
し
、
大
和
の
古
寺
・

古
仏
や
風
物
を
歌
に
詠
み
、
墨

跡
を
多
く
残
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
拓
本
が
学
術
資
料
と
し
て

重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
作
ら

れ
た
往
時
を
し
の
ぶ
よ
す
が
に

な
る
と
し
て
、
自
ら
も
多
く
の

拓
本
を
採
っ
て
い
ま
す
。

同
特
別
展
は
、
八
一
が
拝
観

し
、
拓
本
を
採
っ
た
で
あ
ろ
う

奈
良
の
仏
の
数
々
を
、
東
大
寺

龍
松
院
秘
蔵
筒
井
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
多
く

は
、
東
大
寺
長
老
・
筒
井
寛
秀

さ
ん
が
自
ら
拓
本
を
採
っ
た
も

の
で
、
一
堂
に
展
覧
す
る
の
は

今
回
が
初
め
て
で
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
　
※
月
曜
休
館
（
た
だ
し

３
月
22
日
は
開
館
し
、
23
日
は

休
館
し
ま
す
）

観
覧
料

一
般
５
０
０
円
、
大

学
生
３
０
０
円
、
高
校
生
２
０

０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円

問
い
合
わ
せ

同
館
（
�
２
２

２
・
７
６
１
２
）
へ

容
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し

た
。昨

年
７
月
に
は
、
公
的
施
設

と
し
て
の
新
潟
国
際
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
や

民
間
施
設
と
し
て
貿
易
、
旅
券

の
発
給
、
飲
食
な
ど
の
機
能
を

持
つ
業
務
施
設
、
緑
地
な
ど
を

柱
と
し
た
計
画
が
発
表
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

市
と
し
て
も
、
本
市
の
「
新

た
な
顔
」
が
出
現
す
る
こ
の
ビ

ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
積
極
的

な
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
万
代
島
再
開
発
事
業

に
つ
い
て
の
意
見
や
、
問
い
合

わ
せ
は
左
記
へ
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
万
代
島
再
開

発
課（
�
２
８
５
・
５
５
１
１
）、

市
港
湾
空
港
課
（
�
内
線
２
８

５
２
）
へ

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間

３
月
12
日
〜
11
月

21
日
ま
で
の
毎
週
金
・
土
・
日

曜
日
、
休
日
（
７
月
25
日
〜
８

月
31
日
は
毎
日
）

利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時

料
金

▽
個
人
利
用
…
１
人
乗

り
１
０
０
円
、
２
人
乗
り
１
５

０
円
▽
団
体
利
用
（
30
人
以
上
）

…
１
人
乗
り
70
円
、
２
人
乗
り

１
０
０
円

問
い
合
わ
せ

鳥
屋
野
交
通
公

園
管
理
事
務
所
（
�
２
８
３
・

９
４
３
３
）
へ

カ
ー
ト
は
１
人
乗
り
と
２
人
乗

り
が
あ
り
、
コ
ー
ス
は
１
周
７

０
０
�
で
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ

同
公
園
は
、
楽
し
み
な
が
ら

交
通
マ
ナ
ー
を
学
べ
る
施
設
と

し
て
昭
和
47
年
に
開
設
。
ゴ
ー

市
で
は
、
鳥
屋
野
交
通
公

園
（
女
池
）
の
ゴ
ー
カ
ー
ト

の
利
用
期
間
を
、
毎
年
３
月

か
ら
11
月
ま
で
の
月
曜
日
を

除
く
毎
日
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
か
ら
利
用
状
況
に

合
わ
せ
た
内
容
に
変
更
し
ま

し
た
。

新
た
な
利
用
期
間
は
、
３

月
第
２
金
曜
日
か
ら
11
月
第

３
日
曜
日
ま
で
の
毎
週
金
曜

日
か
ら
日
曜
日
と
休
日
。
た

だ
し
、
利
用
の
多
い
夏
休
み

期
間
中
は
、
毎
日
利
用
で
き

ま
す
。

（
知
事
、
市
長
、
商
工
会
議
所

会
頭
な
ど
で
構
成
）
が
２
月
15

万
代
島
再
開
発
の
推
進
を
行

う
「
万
代
島
再
開
発
会
議
」

日
に
開
か
れ
、

民
間
企
業
が
打

ち
出
し
た
ホ
テ

ル
建
設
を
、
今

後
の
実
施
計
画

に
組
み
入
れ
る

こ
と
を
承
認
し

ま
し
た
。

ホ
テ
ル
計
画

は
、
建
設
を
目

指
す
県
内
企
業

34
社
に
よ
る
設

立
発
起
人
会

（
代
表
・
永
井

淳
夫
日
本
精
機

社
長
）
が
、
県

に
協
力
要
請
し

た
こ
と
で
実

現
。
万
代
島
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク

の
役
割
を
担
う

０
０
円
、
Ｃ
席
６
０
０
０
円

※
３
月
５
日
か
ら
市
民
芸
術
文

化
会
館
お
よ
び
市
内
の
主
な
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売

問
い
合
わ
せ
　
同
館
チ
ケ
ッ
ト

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�
２
２
４
・

５
５
２
１
）
へ

ホ
テ
ル
計
画
を
承
認
し
た
万
代
島
再
開
発
会
議

チューリヒ・トー
ンハレ管弦楽団
（上）、ソリストと
して迎える人気チ
ェリストのヨーヨ
ー・マ（右）

ま
え
し
歌
」
な
ど
、
愛
や
慈
し

み
に
あ
ふ
れ
た
曲
目
で
構
成
。

演
奏
者
か
ら
妊
娠
中
の
体
験
談

を
話
し
て
も
ら
う
な
ど
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
な
が
ら
楽
し
め
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
お
な
か
の
赤

ち
ゃ
ん
と
共
に
生
の
演
奏
を
楽

し
ん
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

３
月
14
日
午
前
10
時
〜

11
時
半

会
場

音
楽
文
化
会
館
13
練
習

室対
象

妊
娠
中
の
人
と
そ
の
夫

ま
た
は
付
き
添
い
の
人
50
人

申
し
込
み

３
月
８
日（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
、

参
加
者
氏
名
、
電
話
番
号
、
妊

娠
月
数
を
記
入
し
、
会
場
（
一

番
堀
通
町
３
・
２
�
２
２
４
・

５
８
１
１
）
へ
　
※
応
募
多
数

の
場
合
抽
選

音
楽
文
化
会
館
で
は
、
３
月

14
日
に
「
胎
教
コ
ン
サ
ー
ト
〜

お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の

音
楽
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
妊
娠
の
時
期
を
快

適
に
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
実

施
す
る
も
の
。
当
日
は
、
チ
ェ

ロ
や
サ
ク
ソ
ホ
ン
な
ど
に
よ
る

演
奏
を
行
い
ま
す
。

演
奏
曲
目
は
、
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
の
「
子
守
歌
」
、
エ
ル
ガ
ー

の
「
愛
の
あ
い
さ
つ
」、
ド
ボ
ル

ザ
ー
ク
の
「
わ
が
母
の
教
え
た

女性労働問題相談室
労働に関するいろいろな相談に社会保

険労務士が応じます。（予約制）
日時 毎週土曜日午後２時～４時（祝日
を除く）
会場 女性センター・アルザ
申し込み 会場（�245-0545）へ


